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都市戦略本部 ・職員の働きがいや職場環境等に関するアンケートの実施に 

ついて 

          ・使用料及び手数料の調査への協力について 

・プリンタ印刷枚数の“見える化”について 

             ・「全国自治体 DX 推進度ランキング第１位」と 

「さらなるＤＸの推進」について 

             ・Ｓ－ｎｅｔ掲示板の適正な利用について 

 

総 務 局 ・文書の電子化率について 

          ・コピー機使用枚数の削減について 

 

財 政 局 ・予算の適正執行の徹底について 

 

環 境 局 ・グリーン電力地産地消事業について 

 

選挙管理委員会事務局  ・埼玉県知事選挙への協力について 

 

４ そ の 他 
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  令和５年６月５日（月） 

行 政 会 議 発 言 要 旨 

 

◎市長あいさつ 

はじめに、先週末、大型の台風２号の影響で梅雨前線の活動が活発となり、広い範囲で記録的な大雨とな

りました。市内桜区の観測地点では２４時間降水量（6/3(土)05:40 時点）が６月の観測史上最大となる

207.0mm を記録（H26/6/7 以来 9 年振り）しました。 

こうした状況の中、本市でも、大雨・洪水警報が発表されるとともに、土砂災害の危険性が高まったことから

「風水害警戒本部」を設置し、土砂災害警戒区域に指定されている区域の方々に「高齢者等避難」を呼びかけ

るとともに、緑区内において更に警戒レベルが上がったことから、緑区内の警戒区域に指定されている２９世

帯８８名の方々に「避難指示」を行いました。 

私も昨日、緑区、岩槻区などの状況をみてきました。被災状況の全容は調査中ですが、被害に遭われた

方々に心よりお見舞いを申し上げます。 

今後、本格的な出水期を迎えるにあたり、各局区においては、今回の対応を検証した上で、マニュアルの再

点検や精査など、事前の準備をしっかり行うようお願いします。 

まずは、対応に当たられた各局区の方々に感謝を申し上げます。 

さて、５月１９日から２１日にかけて、Ｇ７広島サミットが開催されました。Ｇ７各国の都市連合で構成される連

合体として Urban7 が組織されており、 日本からは本市を含む指定都市市長会が参加しています。サミットで

は、SDGs の達成に向けて都市の重要性が示されるなど、持続可能な都市の実現のため、自治体は大きな役

割を担っています。このことをしっかり認識し、各事業に取り組んでいただくようお願いします。 

次に、４月から５月にかけて、上下水道料金の誤請求と印鑑登録証明書の誤発行が判明しました。いずれ

の事案も、受託者等による事務処理ミスやシステムの不具合によるものでありますが、市民からの信頼を損な

うことのないよう、各所管においては、改めて受託者等との連携を密にし、チェック機能を強化するなど、気を

引き締め直して業務に取り組んでください。 

次に、６月３日、三菱重工浦和レッズレディースが WE リーグ初優勝を決めました。昨年の WE リーグカップに

続き、待望の WE リーグ制覇により２冠を達成したことになります。浦和レッズのＡFC チャンピオンズリーグ制

覇に続く、うれしいニュースとなりました。サッカーのまちさいたまとして、引き続きスポーツの盛んな魅力あるま

ちづくりを進めていきましょう。 

最後に、６月７日から６月定例会が開会されます。議会構成が変わり、初めての定例会となります。各局区

においては、議会に向けた準備を万全にし、丁寧な説明を心がけ、遺漏のないよう対応をお願いします。 

 

 

◎報告事項 

〔都市戦略本部〕 

●職員の働きがいや職場環境等に関するアンケートへの協力依頼について（行財政改革推進部） 

今年度は、６月５日から２３日の期間でアンケートを実施します。本アンケートは、働きがいやワーク・ライフ・

バランス、改善の風土など、総合振興計画にも関わっている項目もあり、よりよい職場環境づくりや人事制度、

人材育成に活かしていくため大変重要なアンケートとなっております。 

昨年度は回答率が２７．５％と低調であったことから、今年度は設問数を減らすなど、回答の負担軽減を図

ることで、より多くの職員の声を集めたいと考えております。各局区長におかれましては、中間の回答状況を情

報提供しますので、局区内に対し回答を促す声掛けをお願いいたします。 
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●使用料及び手数料の調査について（行財政改革推進部） 

令和７年度以降の予算編成を見据え、大型プロジェクト実施のためには行政改革に着手することが不可欠

です。 

具体的には行政改革推進債の発行根拠となる、使用料及び手数料の見直しによる歳入確保に係る効果額

の検討を行う資料とするため、５月２５日付で照会を実施しております。 

照会結果のとりまとめ資料は、７月上旬に報告・共有したいと考えておりますので、各局区におかれましては、

本調査への御協力をお願いいたします。 

 

●プリンタ印刷枚数の“見える化”について（デジタル改革推進部） 

デジタル改革推進部が管理している S-net 系プリンタについて、１台ごと・１カ月あたりの印刷枚数を“見える

化”し、６月からシティスタットで確認できるようにいたしました。 

局・区等別に集計した、４月の印刷量は資料のとおりで、合計すると２，７２６，１１７枚でした。 

印刷量が可視化されることで、各局・区等におかれましては各所属に印刷量を確認するよう周知をお願いする

とともに、会議や打合せのペーパーレス化等、紙削減への御協力をお願い申し上げます。 

 

●「全国自治体 DX 推進度ランキング第１位」と「さらなるＤＸの推進」について（デジタル改革推進部） 

先日、時事総合研究所による「全国自治体ＤＸ推進度ランキング２０２３」が発表され、さいたま市が全国の

市区町村の中でトップとなりました。 

このランキングは、１.ＤＸの推進体制等 ２.行政サービスの向上・高度化 ３.情報セキュリティ対策 ４.デジタ

ルデバイド対策 ５.マイナンバーカードの交付状況 の５つの観点から比較されているもので、このような評価

をいただけたことは、各局区において、デジタルを活用した行政サービスへの転換に取り組まれている結果で

あると受け止めていますので、御礼申し上げます。 

このランキング結果に満足することなく、今後の厳しい財政収支の見通しを踏まえ、コスト面も念頭においた

中長期的な視点でのデジタル活用を検討し、より一層のＤＸ推進に向けて取り組む必要があると考えておりま

すので、「デジタル活用を念頭に置いた事務点検」や、新たな外部人材である「DX 推進アドバイザー」の積極

的な活用など、引き続きの御協力をお願いします。 

 

●Ｓ－ｎｅｔ掲示板の適正な利用について（デジタル改革推進部） 

S-net 掲示板については、ルールに従い利用していただいていますが、一部で不適切な利用が見受けられ

ました。特に伝達が必要な通知や照会については S-net メールを必ず併用してください。また、掲示にあたって

は、事案の軽重に応じて決裁等の必要な手続きを経て掲載するよう、各局・区等において周知徹底をお願いし

ます。 

 

〔総務局〕 

●文書の電子化率について（総務課） 

文書の電子化率については、行政会議において、定期的に御報告させていただいています。 

令和４年度は電子化率を８５％とすることとし、取組を進めてまいりました。 

その結果、令和４年度の実績は８４．８％となり、前年度の電子化率８０．９％と比較すると、３．９ポイント向

上しましたが、目標値を下回る結果となりました。 

今年度は全庁での目標を９０％に設定し、更なる電子化率の向上に向け、各所属が昨年度の実績を上回る

ことができるよう、引き続き文書の電子化の取り組みをお願いします。 
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●コピー機使用枚数の削減について（総務課） 

コピー機の使用枚数については、令和２年９月定例会決算特別委員会からの提言を踏まえ、各所属におい

て削減の取組を進めていただいているところです。 

昨年度は、コピー機使用枚数目標値を、本庁は令和元年度比３０％、各区役所は２０％削減することとし、

取組の結果、本庁が２９．１％、各区役所は１３．７％の削減となりました。御協力ありがとうございました。 

今年度は、この結果を踏まえ、本庁コピー機の使用枚数の削減目標を４０％減、各区役所は２５％減とし、

併せて使用枚数の進捗をシティスタットでも確認できるようにしましたので、引き続きコピー用紙削減の取組を

進めていただくようお願いいたします。 

 

〔財政局〕 

●予算の適正執行の徹底について（財政課） 

予算は、議会の議決を得た趣旨を損なわないよう、適正な執行管理が不可欠です。 

適正さを欠く予算執行がなされれば、議会や市民の信頼を失墜させかねず、事案内容によっては財政運営

に不足かつ多大な影響を及ぼしかねません。 

令和６年度以降の多額の収支不足へ対処していくためにも、今一度、所属長は部下任せにせず、基本的な

予算の執行管理を徹底願います。 

なお、事業進捗の結果等によりやむを得ず何らかの予算上の手当の検討が必要となる場合は、危機管理

上の観点も含め、所属長に報告の上、速やかに財政課に御相談願います。 

 

〔環境局〕 

●グリーン電力地産地消事業について（脱炭素社会推進課） 

桜環境センターで地域のバイオマスごみを燃料として発電されたグリーン電力を本庁舎をはじめとする公共

施設へ供給し、地産電力による電気料金の安定化及び脱炭素化を図ります。 

事業期間は令和５年６月１日から令和１１年度までを予定しており、令和５・６年度は６施設を対象に実施し

ます。本事業によりＣＯ２排出量は年間約 3 千トン削減され、電気料金も約５千万円削減される見込みです。 

なお、本事業は財政局及び水道局との連携事業になりますが、引き続き公共施設へのグリーン電力の供給

拡大、太陽光発電設備等の再エネの最大限導入など、ゼロカーボンシティの実現に向け全庁連携で取り組ん

で参りたいと考えておりますので御協力をお願いします。 

 

〔選挙管理員会事務局〕 

●埼玉県知事選挙について（選挙課） 

令和５年８月６日に、埼玉県知事選挙が執行されます。 

本日は、その中でも特に重要事項である 2 点について、御協力をお願いするものです。 

１点目は、選挙事務の従事です。本日の午後、総務局長との連名にて協力の依頼文と、従事者として内申

する職員の一覧をＳネット経由で、筆頭課あてに送付する予定です。 

従事困難な職員については、恐れ入りますが、各局区内で調整いただきますようお願いいたします。 

２点目は、投・開票所として施設の使用や、車椅子等の備品の借用について、各区選挙管理委員会が個別

に調整を進めておりますので、御協力をお願いします。 

 

◎その他 

●CS９０の周知について（市長） 

 政令指定都市２０周年を迎え、シンボルマークを作成し、様々な事業を実施しているところですが、併せて、

CS９０のキャッチフレーズ「もっと身近に、もっとしあわせに」についても、市民の皆様と職員にも見えるように課

ごとに貼りだすようにしてください。 
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CS９０のキャッチフレーズについては、市民の皆様への挨拶等で、しっかり胸に刻んで仕事をすることを話し

ています。各職員一人一人が CS９０のキャッチフレーズを念頭において仕事を行っていることを市民の皆様に

分かっていただくために、すべての各局区等で、ポスター等をできるだけ早く貼りだし、特に、この１年間は CS

９０のキャッチフレーズを意識してしっかり仕事に取り組んでいただくようお願いします。 

 

◎次回の行政会議 

次回、令和 5 年度第 4 回は、令和 5 年 7 月 12 日（水）午前 10 時です。 








